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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　内部空洞を画定し、前記ゴルフクラブヘッドの下部に配設されるソールと、頂部に配設
されるクラウンと、前記ソールと前記クラウンとの間の外面周辺に配設されるスカートと
、ホーゼルとを備えるボディであって、前部と後部を有するボディと、
　前記ボディの前記前部に配設されるフェースであって、前記ゴルフクラブヘッドの基点
を画定する、理想的なインパクト位置を有し、前記ヘッドの基点は、前記ヘッドが理想的
に配設されるとき、前記フェースに接線方向であり、地面に略平行のｘ軸と、前記ヘッド
が理想的に配設されるとき、前記ｘ軸に略垂直であり、地面に略平行であるｙ軸と、前記
ｘ軸と、前記ｙ軸との両方に垂直であるｚ軸とを含むフェースとを備え、
　前記ゴルフクラブヘッドは、５００ｋｇ・ｍｍ２より大きい、前記ヘッドの基点ｚ軸に
略平行の、前記ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周囲に、慣性モーメントを有し、
　前記ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周囲の、前記慣性モーメントに対する、前記基点ｘ
軸に略平行の、前記ゴルフクラブヘッドの重心ｘ軸周囲の、慣性モーメントの比率は、０
．７より大きく、
　前記ボディ内に形成される、少なくとも第１の質量要素および第２の質量要素をさらに
備え、前記第１の質量要素および第２の質量要素は前記ホーゼルとは異なり、前記第１の
質量要素は、３ｇから２３ｇの質量を有し、前記第２の質量要素は、２５ｇから３５ｇの
質量を有し、
　前記第１の質量要素は、３５ｍｍから６５ｍｍの、ヘッドの基点ｘ軸座標と、０ｍｍか
ら３０ｍｍの、ヘッドの基点ｙ軸座標と、－２０ｍｍから１０ｍｍの、ヘッドの基点ｚ軸
座標とを有し、
　前記第２の質量要素は、－２０ｍｍから１０ｍｍの、ヘッドの基点ｘ軸座標と、９０ｍ
ｍから１２０ｍｍの、ヘッドの基点ｙ軸座標と、－２０ｍｍから１０ｍｍの、ヘッドの基
点ｚ軸座標とを有することを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周囲の、前記慣性モーメントに対する、前記ゴルフ
クラブヘッドの重心ｘ軸周囲の、前記慣性モーメントの比率は、０．８より大きいことを
特徴とする請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
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【請求項３】
　前記ゴルフクラブヘッドの重心ｘ軸周囲の、前記慣性モーメントは、３３０ｋｇ・ｍｍ
２から５５０ｋｇ・ｍｍ２であることを特徴とする請求項１に記載のゴルフクラブヘッド
。
【請求項４】
　前記ゴルフクラブヘッドの体積は、４２０ｃｍ３から４８０ｃｍ３であることを特徴と
する請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記ソールと、スカートと、クラウンは、０．５５ｍｍから、０．８ｍｍの厚さを有す
る壁から構成されることを特徴とする請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記スカート、およびクラウンの前記壁は、０．６５ｍｍの厚さを有することを特徴と
する請求項５に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記ボディは、複合材料から構成されることを特徴とする請求項１に記載のゴルフクラ
ブヘッド。
【請求項８】
　前記フェースは、複合材料から構成されることを特徴とする請求項１に記載のゴルフク
ラブヘッド。
【請求項９】
　前記フェースは、変厚を有することを特徴とする請求項１に記載のゴルフクラブヘッド
。
【請求項１０】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　内部空洞を画定し、前記ゴルフクラブヘッドの下部に配設されるソールと、頂部に配設
されるクラウンと、前記ソールとクラウンとの間の外面周辺に配設されるスカートと、ホ
ーゼルとを備えるボディであって、前部と後部を有するボディと、
　前記ボディの前記前部に配設されるフェースであって、前記ゴルフクラブヘッドの基点
を画定する、理想的なインパクト位置を有し、前記ヘッドの基点は、前記ヘッドが理想的
に配設されるとき、前記フェースに接線方向であり、地面に略平行のｘ軸と、前記ヘッド
が理想的に配設されるとき、前記ｘ軸に略垂直であり、地面に略平行であるｙ軸と、前記
ｘ軸と、前記ｙ軸との両方に垂直であるｚ軸とを含むフェースとを備え、
　前記ゴルフクラブヘッドの基点ｚ軸に略平行の、前記ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周
囲の、慣性モーメントに対する、前記基点ｘ軸に略平行の、前記ゴルフクラブヘッドの重
心ｘ軸周囲の、慣性モーメントの比率は、０．８より大きく、
　前記ゴルフクラブヘッドは、５００ｋｇ・ｍｍ２より大きい、前記ヘッドの基点ｚ軸に
略平行の、前記ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周囲に、慣性モーメントを有し、
　前記ボディ内に形成される、少なくとも第１の質量要素および第２の質量要素をさらに
備え、前記第１の質量要素および第２の質量要素は前記ホーゼルとは異なり、前記第１の
質量要素は、３ｇから２３ｇの質量を有し、前記第２の質量要素は、２５ｇから３０ｇの
質量を有し、
　前記第１の質量要素は、３５ｍｍから６５ｍｍの、ヘッドの基点ｘ軸座標と、１０ｍｍ
から３０ｍｍの、ヘッドの基点ｙ軸座標と、－２０ｍｍから５ｍｍの、ヘッドの基点ｚ軸
座標とを有し、
　前記第２の質量要素は、－１５ｍｍから１０ｍｍの、ヘッドの基点ｘ軸座標と、９０ｍ
ｍから１２０ｍｍの、ヘッドの基点ｙ軸座標と、－２０ｍｍから１０ｍｍの、ヘッドの基
点ｚ軸座標とを有することを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周囲の、前記慣性モーメントは、５００ｋｇ・ｍｍ
２から６００ｋｇ・ｍｍ２であることを特徴とする請求項１０に記載のゴルフクラブヘッ
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ド。
【請求項１２】
　前記ゴルフクラブヘッドの重心ｘ軸周囲の、前記慣性モーメントは、４２５ｋｇ・ｍｍ
２から５２５ｋｇ・ｍｍ２であることを特徴とする請求項１０に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　ゴルフクラブヘッドの形状、サイズ、および他の特性に関する、ＵｎｉｔｅｄＳｔａｔ
ｅｓ Ｇｏｌｆ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＵＳＧＡ）の規定および制約は、ゴルフクラブ
ヘッドによって達成可能な慣性モーメントを制限する傾向がある。例えば、ＵＳＧＡによ
って許可されている最大慣性モーメント（Ｉｚｚ）は、現在、５，９００ｇ・ｃｍ２（５
９０ｋｇ・ｍｍ２）である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　一実施形態によると、ゴルフクラブヘッドは、ボディおよびフェースを備える。ボディ
は、内部空洞を画定し、ゴルフクラブヘッドの下部に配設されるソール、頂部に配設され
るクラウン、ならびにソールと、クラウンとの間の外面周囲に配設されるスカートを備え
ることができる。ボディは、前部および後部を有することができる。フェースは、ボディ
の前部に配設され、ゴルフクラブヘッドの基点を画定する理想的なインパクト位置を有す
ることができる。ヘッドの基点は、ヘッドが理想的に配設されるとき、フェースに接線方
向であり、地面に略平行のｘ軸、ヘッドが理想的に配設されるとき、ｘ軸に略垂直であり
、地面に略平行のｙ軸、ならびにｘ軸、およびｙ軸の両方に垂直であるｚ軸を含むことが
できる。ゴルフクラブヘッドは、約５００ｋｇ・ｍｍ２よりも大きい、ヘッドの基点ｚ軸
に略平行の、ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周囲に、慣性モーメントを有することができ
る。さらに、基点ｘ軸に略平行の、ゴルフクラブヘッドの重心ｘ軸周囲の慣性モーメント
の、ゴルフクラブヘッドの重心ｚ軸周囲の慣性モーメントに対する比率（Ｉｘｘ／Ｉｚｚ
）は、約０．６よりも大きい。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　一部の実施形態において、比率Ｉｘｘ／Ｉｚｚは、約０．７よりも大きい。他の実施形
態において、比率Ｉｘｘ／Ｉｚｚは、約０．８よりも大きい。ゴルフクラブヘッドの重心
ｘ軸周囲の慣性モーメントは、約３３０ｋｇ・ｍｍ２から約５５０ｋｇ・ｍｍ２であるこ
とが可能である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００３１】
　ＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）の増加は、通常、ホーゼル、およびシャフ
トから離れて、付加質量を分布することに関係しない。その結果、ＣＧｘ軸周囲の慣性モ
ーメント（Ｉｘｘ）は、インパクト時に、クラブヘッドを直角にするゴルファーの能力に
大きな影響を及ぼすことなく、増加することができる。したがって、ゴルフクラブヘッド
は、クラブヘッドを直角にするゴルファーの能力に悪影響を及ぼすことなく、高い、低い
、ヒール、およびトウのオフセンターのインパクト時に高い寛容度を有するゴルフクラブ
ヘッドを提供するために、中程度に高いＣＧｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、およ
び増加したＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有することができる。さらに、
所定のヘッド設計は、例えば、ＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）、および／ま
たはＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）など、特定の慣性モーメントを達成する
ために使用することができる、限られた量の裁量質量のみを提供する。したがって、１つ
には、約５００ｋｇ・ｍｍ２を超えるＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）の増加
が、比例してより少ない利点を得るという理由から、選択されたＣＧ ｚ軸周囲の慣性モ
ーメント（Ｉｚｚ）を達成するために、裁量質量のすべて、またはほとんどを利用するこ
とは、望ましくない場合が多い。そのような場合には、ＣＧｚ軸周囲の慣性モーメント（
Ｉｚｚ）を維持し、ＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）の増加、したがって、Ｃ
Ｇ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）の、ＣＧｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）
に対する比率の増加を実現するために、質量を再分布することが、望ましい場合が多い。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　質量要素７４、７６の位置、および質量を含む、ゴルフクラブヘッド２の構成は、一部
の実施形態において、約４５０ｋｇ・ｍｍ２から約６００ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｚ軸周囲
の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、および約２８０ｋｇ・ｍｍ２から約４００ｋｇ・ｍｍ２の
ＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有する、クラブヘッド２をもたらすことが
できる。図３０に示される質量要素の位置、および質量を有する、特定の一実施形態では
、ゴルフクラブヘッド２は、約５２８ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメント（
Ｉｚｚ）、および約３３９ｋｇ・ｍｍ２のＣＧｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有
する。本実施形態では、その結果、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．６４である。しかし
ながら、他の実施形態では、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．５から約０．９である。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　質量要素１７４、１７６の位置および質量を含む、ゴルフクラブヘッド１００の構成は
、一部の実施形態において、約４５０ｋｇ・ｍｍ２から約６００ｋｇ・ｍｍ２の、ＣＧ 
ｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、および約２８０ｋｇ・ｍｍ２から約４００ｋｇ・
ｍｍ２の、ＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有する、クラブヘッドをもたら
すことができる。図３０に示される質量要素の位置、および質量を有する、特定の一実施
形態では、クラブヘッド１００は、約４９８ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメ
ント（Ｉｚｚ）、および約３３７ｋｇ・ｍｍ２のＣＧｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ
）を有する。本実施形態において、その結果、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．６８であ
る。しかしながら、他の実施形態では、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．５から約０．９
である。
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【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　質量要素２７４、２７６の位置および質量を含む、ゴルフクラブヘッド２００の構成は
、一部の実施形態において、約４５０ｋｇ・ｍｍ２から約６００ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｚ
軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、および約２８０ｋｇ・ｍｍ２から約４００ｋｇ・ｍ
ｍ２のＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有する、クラブヘッドをもたらすこ
とができる。図３０に示される質量要素の位置、および質量を有する、特定の一実施形態
では、クラブヘッド２００は、約４９５ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメント
（Ｉｚｚ）、および約３３３ｋｇ・ｍｍ２のＣＧｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）を
有する。本実施形態では、その結果、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．６７である。しか
しながら、他の実施形態では、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．５から約０．９である。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　質量要素３７４、３７６の位置および質量を含むゴルフクラブヘッド３００の構成は、
一部の実施形態において、約４５０ｋｇ・ｍｍ２から約６００ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｚ軸
周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、および約２８０ｋｇ・ｍｍ２から約４００ｋｇ・ｍｍ
２のＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有する、クラブヘッドをもたらすこと
ができる。図３０に示される質量要素の位置、および質量を有する、特定の一実施形態で
は、ゴルフクラブヘッド３００は、約５３６ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメ
ント（Ｉｚｚ）、および約３３６ｋｇ・ｍｍ２のＣＧｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ
）を有する。本実施形態では、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．６３である。しかしなが
ら、他の実施形態では、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率は、約０．５から約０．９である。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
　図３１を参照すると、ゴルフクラブヘッドの構成４００Ａ～４００Ｇに対する、ヒール
質量要素４７４、リア質量要素４７６、およびトウ質量要素４７８の位置、および質量、
ならびに得られる慣性モーメントの特性が示される。図示されるように、各ゴルフクラブ
ヘッドの構成４００Ａ～４００Ｇに対して、ＣＧｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）は
、約４２７ｋｇ・ｍｍ２から約５２５ｋｇ・ｍｍ２であり、ＣＧｚ軸周囲の慣性モーメン
ト（Ｉｚｚ）は、約４４７ｋｇ・ｍｍ２から約７０２ｋｇ・ｍｍ２であり、Ｉｘｘ／Ｉｚ
ｚの比率は、約０．６６から約０．９６である。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
　図３１に示すように、３つの集中した質量要素の位置、およびウェートは、所定のＣＧ
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ｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、またはＣＧ ｘ軸（Ｉｘｘ）に対する、Ｉｘｘ／
Ｉｚｚの比率に大きな影響を及ぼす。例えば、ゴルフクラブヘッドの構成４００Ａは、約
０．６６のＩｘｘ／Ｉｚｚの比率を達成するために、約４２７ｋｇ・ｍｍ２のＣＧ ｘ軸
周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）、および約６４５ｋｇ・ｍｍ２のＣＧｚ軸周囲の慣性モ
ーメント（Ｉｚｚ）を有する。ＣＧ ｘ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｘｘ）、およびｚ軸
（Ｉｚｚ）は、高い／低い、および左／右のオフセンターのヒット、それぞれに高い寛容
度を提供するが、本構成に対するＣＧｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）は、ゴルファ
ーが、ゴルフボールとのインパクト前に、クラブヘッドを直角にすることを困難にする可
能性がある。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　構成４００Ａと比較して、おそらくより好ましい構成として、ゴルフクラブヘッドを、
構成４００Ａよりもヒール質量要素４７４に近い、トウ質量要素４７８を有するように、
構成することによって、ゴルフクラブヘッドの構成４００Ｂを得ることができる。得られ
たゴルフクラブヘッドの構成４００Ｂは、構成４００Ａと同一の、ＣＧｘ軸周囲の慣性モ
ーメント（Ｉｘｘ）を有するが、ＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、すなわち
、約５９３ｋｇ・ｍｍ２は、約０．７２のＩｘｘ／Ｉｚｚのわずかに高い比率を達成する
ために、構成４００Ａよりも小さい。ゴルフクラブヘッドの構成４００Ｂは、構成４００
Ｂよりも低い、ＣＧｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）を有するが、ゴルファーがイン
パクト前に、ゴルフクラブヘッドを、より簡単に直角にすることを可能にする一方で、慣
性モーメントは、それでもなお、左／右のオフセンターのヒットに対して、高い寛容度を
提供するに十分高い。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　図３２を参照すると、上述の様々なゴルフクラブヘッドの実施形態の、それぞれに対す
る、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率対、ｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）が示される。また、
複数の従来のゴルフクラブヘッドに対する、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率対、ｚ軸周囲の慣性モ
ーメント（Ｉｚｚ）が示される。示される従来のゴルフクラブヘッドは、約２５０ｋｇ・
ｍｍ２から４８０ｋｇ・ｍｍ２の、それらの、それぞれのＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメン
ト（Ｉｚｚ）、および約０．４５から０．７８のＩｘｘ／Ｉｚｚの比率を有する。しかし
ながら、（１）約４８０ｋｇ・ｍｍ２よりも大きい、ＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメント（
Ｉｚｚ）、および約０．６よりも大きい、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率、または（２）約４４０
ｋｇ・ｍｍ２よりも大きい、ＣＧ ｚ軸周囲の慣性モーメント（Ｉｚｚ）、および０．８
よりも大きい、Ｉｘｘ／Ｉｚｚの比率を有する、個々の従来のゴルフクラブヘッドは、１
つもない。
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